
  

 

 

  地域の高齢化や担い手不足が懸念される中，農作業の効率化を図るため，平成２１年度～２３年度で京都

府，京都市の補助事業を活用して，棚田の地形に配慮した農道・水路整備を実施しました。美しい棚田景観を

活かした観光農村として活性化するため，交流施設「まつばら」でそば等の地域特産物を提供するなど，地域と

一体となった活動を展開しています。 

   （１）農道・水路の整備（農道延長：5,361.7ｍ，水路延長：6,532.7ｍ）農業機械や車が通行しやすくなり，棚田の隅々まで     
    水が流れるようになりました。【整備前】                 【整備後】 

 
 
 
 
 
 
 

  （２）水路トンネルの改修（延長：65.3ｍ）水源地である京北細野町から農業用水を安定して確保できるようになりました。 
【整備前】                 【整備後】 

 
 
 
 
 
 
 

  （３）景観向上の取組（彼岸花植栽 1,500 球，クヌギ植栽 100 本）農道脇に彼岸花を植え，クワガタムシの棲みかとなるクヌ 
    ギを植栽しました。 

【彼岸花の植栽】              【クヌギの植栽】 
 
 
 
 
 
 
 

  （４）観光農村としての取組「ゆず菓子」や「田楽みそ」など新商品を開発し，来訪者の増加に向けて取り組んでいます。 
    観光リーフレットも作成しました。 

【地域紹介のリーフレット】          【ゆず菓子と田楽みそ】 
 
 
 
 
 
 

 

関係市町：京都市 

地区面積：２９ha 

組合員数：４４人 


